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新しく製造することになった貨幣は、金貨・銀貨・銅貨合わせて１３種類あり、
その中で１円だけが２種類作られることになりました。１つは金貨、もう１つ
は銀貨です。２種類の１円が必要な理由は、当時の日本と外国との関係に
ありました。

この頃、国家間の貿易では、支払いに銀貨が使用されていました。造幣
局で使用する機械をイギリスから購入した時も、銀貨で代金を支払ったと
いう記録が残っています。主に使用された銀貨は、「メキシコドル」と呼ば
れる１ドル銀貨です。スペインがメキシコ産の銀で製造した銀貨で、アジ
ア地域で流通しており、日本ではメキシコ銀、洋銀ともよばれていました。
国内で手に入らないものを外国から購入することが多かった日本にとって、
支払いに使用する銀貨は必要不可欠なものでした。

造幣局が設立されたことで、日本での銀貨製造が可能になり、１円銀貨は
函館、神奈川、新潟、兵庫、長崎の５か所の開港場で使用されました。

１円金貨より大きい１円銀貨は、直径３７．５８ｍｍ、重さは２６．９６ｇで、片面
に龍、反対面には旭日の図柄が刻まれました。

明治３年銘１円銀貨

銀貨

明治４（１８７１）年、造幣局創業と同じ年に、新
しん
貨
か
条
じょう
例
れい
が制定されました。

江戸から明治に変わった日本で使用する新しい貨幣について定めた法規で、
貨幣の単位を「円」にすることや、円未満の単位として「銭」「厘」を設
けることなどが定められました。

新貨条例により製造が決まった貨幣は、すべて造幣局で製造されることに
なりました。その中から今回は「１円の歴史」について紹介します。

明治４年に誕生し、令和３年の現在も流通している１円。しかし、その価値
やデザイン、大きさは昔と今では全く違います。１５０年前、造幣局の創業
と共に誕生した１円は、明治から令和までどんな歴史をたどってきたのでし
ょうか？

明治時代、日本では金本位制が採用されていました。金本位制とは、金
を貨幣価値の基準とすることを指し、新貨条例では１円金貨の含有金＝１．５
ｇと設定されていました。明治時代に製造された金貨は２０円、１０円、５円、
２円、１円の５種類で、１円が最も小額の金貨でした。

明治４（１８７１）年から明治６（１８７３）年までの間に製造された１円金貨
の枚数は、１，９１２，８１９枚。直径１３．５１ｍｍ、重さ１．
６７ｇの小さな貨幣ですが、１．５ｇの金が含まれてお
り、江戸時代の１両と同等の価値がある高価な貨幣
として扱われていました。

短期連載 全３回予定

造幣局創業１５０年にまつわる話
第１回 「１円の歴史」

明治４年銘１円金貨

金貨
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造幣局創業１５０年にまつわる話／第１回 「１円の歴史」

製造が再開されるのは、第二次世界大戦終了後の昭和２３（１９４８）年です。
作られたのは橘がデザインされた１円黄銅貨で、４億５，１１７万枚発行され
ましたが、材料価格の値上がりにより、発行からわずか２年で製造中止と
なりました。

しかし、１円貨幣を使用することができない生活は不便であるという理由か
ら、再び製造計画が持ち上がりました。新しい１円貨幣の図案は公募で決
められることになり、２，５００点を超える応募作の中から２点が選ばれ、そ
れぞれの案を片面ずつ採用して作られたのが、現在も流通しているアルミ
ニウム製の１円貨幣です。

戦後初の公募図案によって作られた新しい１円貨幣は、昭和３０（１９５５）
年から流通が始まり、昭和３９（１９６４）年の東京オリンピック開催の年に、
製造枚数が大きく増加します。

消費税導入とバブル景気が重なった平成２（１９９０）年には、製造枚数が
過去最高の約２８億枚を記録。造幣局史上最大規模の増産となりました。

電子マネーの普及などにより製造量は減少したものの、１円貨幣の製造は
現在も続いています。直径２０ｍｍ、重さ１ｇの小さな貨幣ですが、１５０年
の歴史を持つ、偉大な貨幣です。

昭和３０年銘１円アルミニウム貨幣

※写真はイメージのため、現物とは多少異なります。

現行貨新しい貨幣の図柄には、天皇の肖像を用いることが検討されましたが、多
くの人の手で触れるものに使用するのは畏れ多いという理由から、天皇を
象徴する龍を用いることになったのです。１円金貨は小さすぎて龍の図柄
を用いることはできませんでしたが、１円銀貨には龍の図柄が使用されま
した。

外国との貿易支払い用に製造された１円銀貨は、明治政府が想定していた
ほど流通することはありませんでした。新興国日本が製造した貨幣に対す
る信用度が低く、メキシコドルより銀の含有量が低かったこともあり、１円
銀貨の使用頻度が増えなかったのです。

こうした状況を改善するため、中央に大きく「一圓」と入れるデザイン
に変更し、銀の含有量を増やした新しい１円銀貨が作られました。しかし、
銀の量が増えたことで、世界各地で鋳潰しの対象になってしまい、流通量
はさらに減少していきます。

ところが、明治１１（１８７８）年から１円銀貨が日本全国で使用できるよう
になったことで製造量が増加し、代わりに１円金貨の製造量が減少。日本
国内で流通する１円のほとんどを、銀貨が占めるようになりました。

明治３０（１８９７）年１０月１日、金本位制を主軸とした貨幣制度の改革を
行うために制定された貨幣法により、１円金貨と１円銀貨の廃止が決定さ
れます。日清戦争後の下関条約で日本に割譲された台湾では、１円銀貨
が使用されていたため、造幣局での製造はしばらく続きましたが、大正３
（１９１４）年の１，１５０万枚を最後に、１円銀貨の製造は終了しました。
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